
ELECTRIC-RESISTANCE-WELDED

JIS C 8305

溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき 鋼製薄鋼・ねじなし電線管
内外面溶融亜鉛めっき鋼製厚鋼電線管



今日の諸要求に応える　　　　　の電線管
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日本工業規格番号

ＪＩＳ 認 証 番 号

ＪＩＳ Ｃ ８３０５

堺　工　場 ＪＥ０５０７０１９

製管ミル

本　社

東京工場
千葉県市川市塩浜1－11

堺工場
大阪府堺市西区石津西町16

商　号

商　標

資本金

設　立

／

／

／

／

丸一鋼管株式会社

９，５９５，１５２，３７５円
（２０２３年３月３１日現在）

昭和２２年１２月１８日
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※電線管のネジ部及び管端部は
塗装となります。
（JIS C 8305 9.2 dより）
管相互の接続部は防錆塗料を
施すなどして保護して下さい。

製造工程

外面透明塗装皮膜
外面溶融亜鉛めっき層
鋼管
内面溶融亜鉛めっき層

厚鋼電線管

電線管断面図

マルイチの厚鋼電線管は、内外面溶融亜鉛めっきが
施されて、耐食性に優れております。またG16から
G54につきましてはストレッチ・レデューサによる熱
間仕上げで、曲げ性、加工性に優れています。
薄鋼電線管とねじなし電線管は、世界初となる溶融
55％アルミニウム-亜鉛合金めっき（AL-Z55）が施さ
れて、耐久性を飛躍的に向上させております。また、
環境対応として六価クロムを全く含まない2層樹脂
コーティングを施しております。

ストレッチ・レデューサ 鋼管連続亜鉛めっき設備

製造工程
厚鋼電線管仕上げ工程

薄鋼電線管仕上げ工程
ねじなし電線管仕上げ工程

厚鋼電線管

薄鋼電線管
ねじなし電線管

熱延鋼帯
厚鋼電線管用

AL-Z55めっき鋼帯
薄鋼電線管用
ねじなし電線管用 コイル

コイルとコイルをつなぎます。

溶接
ルーパー レベラー

溶接

冷却

矯正

面取

切断ビード切削
フォーミング

コイルをパイプ状に成形します。

加熱炉
母管は950℃に加熱されます。

内面塗装
銀白色の塗装をします。

ロータリーフライングソー
（熱間切断機）

溶射（薄鋼・ねじなし管の場合、溶接部に亜鉛溶射を施します。）

サイジング
（外径を真円にし、矯正します。）

この工程で仕上げられた製品は、亜鉛付
着量の非常に多い（300g ／㎡以上）高度
の防蝕性をもつ製品として仕上がります。

外径91mm・長さ約100mで、
内面ビードは除去されています。母管

脱脂 湯洗

脱脂 水洗 湯洗 水切乾燥

酸洗 湯洗 フラックス処理

乾燥

外面ブロー
亜鉛めっきもエアー又はスチーム
のワイピング処理により内外面の
余剰亜鉛が取り去られ、光沢のある
なめらかな表面仕上げをします。

内面ブロー

ねじなし電線管は内外面取を
行い、脱脂に入ります。

ねじ切およびリーマ

白錆防止を目的とし、透明
塗装を塗布します。

外面塗装 加熱乾燥

91mmの母管が21mm～59.6mm
のパイプにロール圧延されます。

ストレッチ・レデューサ

矯正
外面透明塗装 ねじ切

厚鋼電線管

マーキング
（印刷）

マーキング
（印刷）

薄鋼電線管
ねじなし電線管

溶融亜鉛めっき
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G54 C 8305
JE0507019

（3）
日本工業規格番号  C 8305

JIS認証番号
堺 工 場  JE0507019

（4）
電気用品技術基準
適合表示

（5）
製造年・月

（2）
JISマーク

登録認証機関略号

（1）
管の呼び方

’13－03

の特長・寸法

の特長

鋼製電線管は、確実な配線工事ができるので安全で
ある上、燃えないので火災など非常の際に有毒ガスの
危険がありません。住宅や多数の人を収容する施設
には、ぜひ　　　　　　　　　　を使用されるよう
お願いいたします。

■表示例　管一本ごとに下図の通りのマークを施します。

厚 鋼 電 線 管 の寸法及び重量 溶融亜鉛めっき　　〈亜鉛付着量：300g/㎡以上〉

薄 鋼 電 線 管 の寸法及び重量 溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

ねじなし電 線 管 の寸法及び重量 溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

薄鋼電線管、ねじなし電線管の仕上げライン

鋼製電線管は、衝撃や圧縮に強く、燃えなくて有害な煙の
発生がなく、電磁遮蔽効果があり、屋内外、露出、埋め込み
配管等、あらゆる箇所の工事に使用できます。
原子力・火力発電所、清掃工場、情報BOX、共同溝、各プラ
ン卜工事など、鋼製電線管を使用した工事は、最も範囲の
広い工事方法です。
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の技術資料

地下埋設用

溶融亜鉛めっきの耐食性について

ポリエチレンライニング鋼管
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この冊子は「植物油インキ」を使用しています。 2020.08. 1000H
Printed in Japan

お客様へのご注意とお願い
●本資料は、一般的な情報の提供を目的とするもので、設計用のマニュアルではありません。
●本資料は、細心の注意のもとに作成されてはおりますが、その内容は必ずしも保証を意味するものではありません。
●本資料記載の製品は、使用目的や条件等によっては記載した内容と異なる性能や性質を示すことがあります。
●本資料記載の技術情報を誤って使用したこと等により発生した損害につきましては、責任を負いかねます。
●商品の仕様や外観が予告なしに変更される場合がありますので、最新の内容については弊社にお問合せください。

URL：https://www.maruichikokan.co.jp/

本 社
営業部電材課
札幌事務所
東京事務所
名古屋事務所
大阪事務所
広島事務所
福岡事務所

〒542‒0076
〒542‒0076
〒061‒1112
〒104‒0031
〒456‒0054
〒542‒0076
〒736‒0055
〒812‒0012

FAX（06）6643‒0103
FAX（06）6643‒6103
FAX（011）372‒3169
FAX（03）3275‒2391
FAX（052）651‒0101
FAX（06）6643‒5102
FAX（082）821‒1911
FAX（092）472‒7401

TEL（06）6643‒0101㈹
TEL（06）6643‒6101
TEL（011）372‒3136
TEL（03）3272‒5332
TEL（052）651‒7221
TEL（06）6643‒5101
TEL（082）821‒1901
TEL（092）411‒1821

大阪市中央区難波5‒1‒60 なんばスカイオ29階
大阪市中央区難波5‒1‒60 なんばスカイオ29階
北 海 道 北 広 島 市 共 栄 1 5 1 － 5
東京都中央区京橋2－2－1 京橋エドグラン25階
名 古 屋 市 熱 田 区 千 年 1 － 2 － 4
大阪市中央区難波5‒1‒60 なんばスカイオ29階
広 島 県 安 芸 郡 海 田 町 南 明 神 町 3－ 7 2
福岡市博多区博多駅中央街7-26 博多駅センタータワー12階


